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昭和58年6 )j 1 日発行 学 報 第235 号

関 ｛系 法
...0... 守司

（諸官） （謂官）
法 律 0昭和58年度科学研究費補助金の計画調書

0学校教育法の一部を改正する法律師） 5 . 25 の提出期間を定める件（文部65) 5 . 19 

0医学及び歯学の教育のための献体に関す 0昭和58年度小学校教員 資格認定試験を実

る法律側 5 . 25 施する件 （文部68) 5 ・30

0 昭和58年度高等学校教員 資格認定試験を
止巨と司 ニ』ユ、 実施する件（文部69) 5 . 30 

o 昭和59年度科学研究費補助金の計画調書 o 昭和58年度特殊教育教員 資格認定試験を

の提出期間を定める件（文部64) 5 ・14 実施する件（文部70) 5 ・30

学 内 規 則

富山大学保健管理センターの所長及び教官選考規則の一部改正

昭和58年5 月 18日

白山大学保健管理センターの所長及び教官選考規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。

富 山大学長 柳 田 友 道

富山大学保健管理センターの所長及び教官選考規則の一部を改正する規則

福山大学保健管理センターの所長及び教官選考規則

（昭和50年5月30日制定）の一部を次のように改正す

る。

第l条中「第3項」を「第4rti」に改める。

附 則

こ の規則は ， 昭和58年5 月 18 日 か ら 施行する。

砂 富山大学保健管理センターの所長及び教官選考
規則jの改正理由

本学保健管理センタ一規則（昭和50年5月30日制定）

の一部改正（昭和51年4月23日付）で、 同規則第4条

第3項（学生相談員）が新設になり、 旧第3 J頁が第4

Wiとして規定されていたため。

諸

AQ
E
 

議

第5回学長選考管理委員会（ 5月6日）

昭和58年度第1回附属図書館商議会（ 5月10日）

（報告事項）
(1）第34回北信越地区［J;j立大学図書館協議会について

（審議事項）
I 1 )I正算化去よし地図情報主小委主i館報�;ffli集委員の選

（「について

(2）引継事項の確認について

昭和58年度第1回入学試験管理委員会（ 5 月 10日）

（報告事項）
(1）昭和58年度入学状況について

（審議事項）
(1）昭和59年度富山大学入学者選抜試験の実施に伴う

基本方針について

一 一 ‘〉



昭和58年6 月 1 日 発行

授業料等減免選考委員会（ 5 月 1 2 日 ）

（審議事項）

( 1）昭和 58年度前期 分授業料免除に ついて

昭和58年度第2回補導協議会（ 5 月 1 2 日）

（審議事項）

( 1 ）第28 回 大学祭に つ い て

戸ムa』
千

学 報

第6回学長選考管理委員会（ 5 月 1 6 日 ）

第7回 学長選考管理委員会（ 5 月 17日 ）

昭和58年度第2回評議会（ 5 月 1 7 日 ）

（審議事項）

( 1）次期 学長候補者に つ い て

事

学 位 取 得 者

取 得 者 理学部 助教授 鈴木 正昭

取 得 学 位 理学博士 （ 九州大学）
取得年 月 日 昭 和 58年 4 月 1 9 日
学位論文名 A study on the intrinsic metrics 

内在的計量に関す る 研究

昭和58年度科学研究費補助金交付内定

第235号

研究純白 研 究 代 表 者 信斤 � 謀 題 配分予定額（千円）

所 属 官職
x子＇＂者. H�JIJ ト リ 戸yー ゥJ、

教 J受;ir陀（宇長帥生（＇）（II 4ド｛＇4：ン タ

，， （�） 理 学 部 W1 手
一般研究（A) II 教 J受
一般研究（B) 人文学部 fl 

II 理 学 部 II 

,, 工 学 部 ” 
一般研究（C) 教育学部 助教授

fl 理 学 部 教 授

fl II 助教授

fl II II 

” fl II 

II 工 学 部 II 

II 教 養 昔日 教 授

II fl 助教授

奨励研究（八） 人文学部 II 

II II 講 師
II 経済学部 助教授

,, II II 

II 理 学 音II II 

II II E力 手
II II II 

II II 文部技官

II 工 学 部 議 日市
II II B力 手

(i:i：）他大学転出者分を除〈。

氏 名
渡辺 国昭

！高安 紀
品il越 叡
秋山 進午
小梨 千足

若林嘉一郎
横山 泰行
松本 賢一

尾島 卜郎
川崎 一朗
鈴木 正昭

松木 賢司

河野 昭一

小林久寿雄

鈴木 敏昭

量I賞 亨
小郷 直言

荻野 聡
久保 文夫

河田 i羊
中村 省吾
小松美英子

袋谷 賢吉
石原 外美
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H肝日58年6 H 1 日発行 声同弓一 報 第 235号

昭和58年度科学研究費補助金申請・採択状況
（ 単位：千円）

品�
人文学 部 教育学部 経済学部 理 学 部 工 学 部 教 養 部 科ト学リチウム

計センター
採択割幼

件数金額 件数金額 件数金額 件数金 額 件数金 額 件数金額 件数金額 件数金 額

自然災害特 申請 1 1,420 1,420 
。

別研究（2) 採択 。 。 。

エネルギー特別 申請 1 5, 176 5, 176 
100 

研究（核融合）（1) 採択 1 5, 000 5,000 

申請 5,207 5,207 
II (2) 50 

採択 2,500 2,500 

申請 1,900 4,668 6,568 
特定研究（2) 。

採択 。 。 。 。

申請 1 7,700 7, 700 
総合研究（A)

採択 。 。 。 。

申請 (1) ( 1,300) (1) ( 1,300) 
27' 388 27' 388 一般研究（A)

( 1,300) （＼，制，306
50 

採択 (1) (1) 
1,300 

申請 3 13 402 3 18, 355 (1) ( 1,000) (1) ( 1, 100) 1 5, 116 (2) ( 2,100) 
48,302 6 25, 285 20 110,460 

II (8) 15 
採択 1 2,800 。 (1) ( 1,000) (1) ( 1, 100) 。 。 (2) ( 2, 100) 

1,000 1, 100 3 4,900 

申請 7 9, 949 12 17, 069 1 1,844 25 56,005 (1) （配0) (1) (700) (2) ( 1，制）
25 50, 553 13 15, 621 83 151,041 

II (C) 9.6 
採択 600 。 。 4 3,900 (1) ( 600) (1) ( 700) (2) ( 1, 3JO) 

600 1,800 8 6,900 

申請 4 4,439 2 2, 146 5 4, 994 6 708 6 6,927 2 2, 357 2 2, 144 27 29, 715 
奨励研究（A) 37.0 

採択 2 1, 600 。 2 1,600 4 3,900 2 250 。 。 。 10 9,350 

申請 1 5,000 1 6,803 2 11,803 
試験研究（ 1 ) 

採択 。 。 。 。

申請 1 1,282 3, 100 2 4,382 
II (2) 

採択 。 。 。 。

申請 15 35,490 20 45，幻2 7 13, 641 �l ( 2,3)0) (2) ( 1, 700) (1) ( 700) 3 7,320 (5) ( 4,700) 
148, 610 39 87 ,433 16 23, 094 144 360, 860 

5十
w ( 2,300) ( 1, 700) 16. 7 

採択 3 4,400 6CO 2 1,600 (2) (1) ( 700) 1 5, 000 (5) ( 4,700) 
12，印O 4 3, 950 1,800 24 29, 950 

採択率（川 20 � 28 .6 25 10.3 12.5 33.3 16. 7 ／ 
（注） I I ） 内数’fは継続を内数で示す。2. 1也大学中ムII ＇， 者うfを｜徐く 。
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昭和158年 6月1日 発行 学 報 第235号

昭和60年度富山大学入学者選抜学力検査実施教科・科目の公表

本 学 は， 昭和5 7年度からの高等 学 校 学 習指導要領の
改訂に伴う「昭和60年度 富山大学入学者選抜 学 力検査
実施教科・科目」を本年3月28日に別表のとおり公表

しました。
これによると， 出題範囲・内容についての主な相違

点は次のとおりです。

0 人文 学部 では， 外国語について現行の英語・ ドイ
ツ言苦に幸庁たに朝魚草言吾・中国語・ロシア言語Jを加えた
こと。

0教育学部 の小学校・養護学校・幼稚園教 員 養成課
程では， 2教科をl教科とし新たに実技検査を加
えたこと。（別表は6頁～7頁に掲載）

人 事 異 動

異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者

採 用 58 5. 16 it} Jll 品•li 幸 講師（教養部） 富山大学長

争事 H: 58 6 中 Jll 孝 助教授（教育学部 ） 教授（教育学部 ） 文部大臣
II i賓 名 正 道 講師（教育 学 部） 助教授（ II II 

II t'r 越 栄｛変 II （工 学部 ） II （工学部 ） II 

イ弁 任 58. 5 2 山 口 博 教授（ 人文学部） 評議 員 （58.5. 2～60.5.l) II 

II 梶 井 防 II II II II 

II 小 黒 千 足 II （理 学部 ） II II II 

II 後 i最長 世J】干 己 II II II II 

58 5 9 本 閏 日L II （ 人文 学 部） 学生部長・評議員（58.5.9～60.5.8) II 

58 5 17 塚 島 寛 II （工学部 ） 評議 員 （58.5.17～58.5.31) II 

II 高 辻 雄 三 II 評議 員の併任を解除する II 

58. 6 1 大 塚 ，前tよρ 一 II （教育学部） 評議員（58.6.1～60. 5. 31) II 

II 野 村 昇 II II II II 

II 塚 島 寛 II （工学部 ） II II II 

II 藤 田 宏 II II II II 

公の
加
名称 58. 5. 22 大 津 欽 治 II （教育学部 ） 富 富山山大

大学
学長経事営務短代期理大学を部命学ず長

る
事務代理を命ずる II 

の付
II 四 谷 平 治 II （工 学 部） 富 山大学学生部長事務代理を命ずる 富山大学長

公の名減称 58 6 1 大 津 欽 治 II （教育学部） 富
富
山
山
大
大
学
学長経事営務短期代理大学を部免学ず長

る
事務代理を免ずる 文部大臣

の消
II 四 谷 平 ？台 II （工学部 ） 富山大学学生部長事務代理を免ずる 富山大 学長
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昭和58年 6月 1 日発行 学 報 第235号

昭和60年度富山大学入学者

専
学部

攻・ 課
（ 学

程
科
）名

・
教

＝同，，て 学 音E

小学校教員 中学校教員 中学校教員 中学校教員 中学校教員 中学校教員
養成課程

養成課程 養成課程 養成課程 養成課程 養成課程人文学部 経済学部
養護学校教

（国語，社会， （数学，理科， （音楽専攻） （美術専攻） （体育専攻）
員養成課程科 英語専攻） 家庭， 技術目 幼稚園教員

数 養成課程 専攻）
等

出題 受験 出題 受験 出題 受験 出題 科受験目 出題 受科験目 出題 科受験目 出題 受科験目 出題 受科
数
験目科目 科目 科目 科目出題教科・科目名 科目 数 科目 数 科目 数 科目 数 科目 数 科目 数 科目 数

国 語 I 。 2 2 
聞＂＂＂ 記ロロ 一 ドーーーーー・ーーー 一 一 一 又

国 語 II 。 l:l: 
2 一 一 （ 

代数 ・ 幾何 。 。
一 卜一一一一一一一一一 十一ーー一一一一一一 一

基礎 解 析 。 。
数 学 一 ト一一一一一一一一一 2 ＋一一一一一一一一一 2 トー』一一』ーー一ー 一 一 一 数

学
f「

微分・積分
三ロ国五口

（ （ 
一 一 2 一 2 F一一一一一一ー一一 ？ーーーーーーーーー ，＿一ーーーー ドーーーーーー l:l: 

確率・統計
教科 教科 2 

数 科一 十,,,,_ 十ーー一一ーーー ＋ーーーーーーーーー 目〔 f一、
物 理

圭
国
ロ五ロ 数十ぷゐト一一一ーー→ー一 外 一 一 一 一 一 一

国三
外
五化 学 圭ロ

国
五ロ 外国 外国理 科 一 '---' 一 一 ，＿一一ーーーー ？一一一一一一一一一 f一一一ーー一 』ーー一一一 l:l: 生 物 の 三ロ五ロ 圭ロ五ロ 霊英五I 、一一’ 〕一 一 一 一 一

f也 寸＂＇－＇ー， ち の の 2 
iJ> I つ rt 
り トーーーーーーーー ち ち 目

英 語 II 。 。 。 。 。
一

英語II B 。 。 。 。 。
選択を 科教 科教

きロ五ロl:l: ト一一一一一一一一一 一
ドイツ百苦 。

を
争 。 科

外国語 そ トーーーーーーーーー 選択 選択 目の 一 ャーーーーーー '---' 
朝 鮮 語 。 他 のl:l: 一 一 ヤ一一ー一一ーーーー トーーーーー一一 一

つ

中 国 語 。 1 ち
一 一 ト←一一一一ー一一一 一 一 七、

ロシア語 。 勺

音楽実技 。 。 科教
芸 術 一 一 ト一一一一ーー一 ←ーーーー－ 一 一

選択を保 健 美術実技 。 1 1 。 1 1 
体 育 トーーーーー』『ー ドーーーーー』ーー一 ←一一一ーー トー『ーーーーーー 一 一 一 ） 

体育実技 。 。
λ口ι E十 8 ;{: ；主 9 3 4 2 4 2 1 1 1 1 1 5 } は

備考 ＠は必ず受験しなけれはならない科目を， Oは選択科目を示す。
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選抜学力検査実施教科・科目

理 十A以．
部 工 ：会弓主主L． 部

電気工学科 金 属
機械工学科 工 学 科

地 球 工 業
数学 科 物理学科 化学 科 生物学科 生産機械工 化 ぷ十ゐ

摘 要科学科 品十4 科 化学 科 工学科

電子工学科

出題
受験

出題
受験

出題
受験

出題
受

科
験
目

出題
受

科
験
目

出題
受

科
験
目

出題
受

科
験
目

出題
受

科
数

験
目科目 科目 科目

科目 数 科目 数 科目 数 科目 数 科目 数 科目 数 科目 数 科目

同一試験時間内にトーーーーーーーー 』ーーーーーーー トーーーー【ー【 トー一一一ー 一 一 一 一

解 答さ せ る 。

。 。 。 。 。 。 。 。 同一試験時間内に
一 一 卜ーーーーーーーーー ト一一－ ト一一一ーー一一 炉一ーー一ーーー トーーーーーーー ト一一一ーーーー

。 。 。 。 。 。 。 。 解 答さ せ る。
トーーー田ーーーーー一 4 ←一一一一 2 トー－一一一ー 2 ト一一一一ーーー一 2 一 2 一 2 一 2 一 2 

。
同一試験時間内に

一 一 一 一 十一一一ーーー一 ト一一一ー トー【ーーーーーー一 ←一ー一ーーーーー

。 解 答さ せ る 。

。 。 。 。 。
ドー一一一ー トーー一一一ー』一一 一 一 一 ？一一ーーーーーー ト一一一一一ー一一一 ←一一一一

。 。 。 。 。
一 一 ト一一一一一ーーーー 1 ←一一一一 1 トーー『一一ー一 1 トーー一一一一ーー 1 一 一

。
ドーーーーーーーー トーーー一ーーー 一 一 一 十一一一一一一『ーー

。

同一試験時間内にト一一一一 一 一 ー
解 答さ せ る 。

一 一 トーーーーーーーーー 一

一 ト一一一ーーーーーー トーー一ーーーーー 一

ト一一ーーーーー 一 一 一 一 ヤーーーーーーーーー ト一一一ー一一一一一

ドーーーー一ー 一 ト一一一一一一一ー目 ト一一一ーー 一

トーーーーーーーー トーー一一一 ト一一一ーーーー一一 一

一 t-ーーーーーー一 ト一一一一ー 一 一 一

4 4 3 3 3 3 5 3 5 3 3 3 3 3 4 3 
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学 内 諸 報

職員の服務規律について

このことに 関 し て， 本年5月 1 6 日 付 け で学 長 か ら 各部局長あ て に 次のとお り 文書で通知 さ れ ま し た 。

職員の服務規律の保持について（通知）

本学職 員 の 服務規律の保持に つ い て は ， 従前か ら 御 職 員 の勤務時 間， 休憩時間及び休息時 間 は ， 「 富

留意願 っ て い る と こ ろ であ り ま す が， 今後， よ り 一層 山大学職 員の勤務 時 間， 休憩時間及ぴ休息時 間 等 に

国家 公務 員 と し て の 自 覚 を 促 し ， 社会の疑惑 を 招く行 関す る 取扱 い に つ い て （ 昭和 42年 1 1 月 28 日 学長裁定 ）」

為の な き ょ う ， 監督・指導の 立場に あ る者 か ら 手：先垂 に よ り 定 め ら れ て お り ま す が， 別 に 勤務 時 間 の割振

範す る とと も に ， 所属職 員 に 対 し で も ， 特 に 下記事項 り が な さ れて い る 者 に つ い て は 特に 留意の う え ， 職

に つ い て， 指導 ・ 監督方御配意願 い ま す。 員個々の勤務時間 （ 勤務 の開始 ・終了 時 間 及び休憩 ・
な お， 標記 に反す る 事案が発生 し た場合は， 速やか 休息時 間） を 周知徹底きれ， 厳正 に 勤務 時 聞 の 管理

に 庶 務部 人事課長 あ て報告願 い ま す。

言己
交通事故の防止

交通事故の発生 を 未然に 防ぎ，交通安 全 を 図 る た

め， 職 員 に 対 し ， 自 動車等 （ 自転車及び自動二輪車

を 含む。 ） の運転に当 た っ て は ， 交通方法及び 安 全運

転等の 注意義務 を 厳守 さ せ る とと も に ， 万一交通事

故 を惹起 し た と き は， 関 係法令 に 照 ら し 厳罰 （ 特に

酒酔運転は懲戒処分 ） に処せ ら れ る こと を 周知徹底

願 い ま す。

2 .  勤務 時 間及 び休暇

を 願 い ま す。

ま た， 年次休暇に つ い て は， 職 員 に 対 し ， 休暇制

度 の趣旨 を 十分 に 啓蒙し， 年 次休暇の適正使用の周

知徹底 を 図 る とと も に ， 法令に 基づ い た 休暇以外 は

一切これ を 認め な い よ う 願 い ま す。

3. 併任 ・兼業

職 員の併任 ・ 兼業 に つ い て は， 勤務時 間 外 に 行 う

こ とが原則であ り ， 職 員 に 対 し ， 併任 ・兼業 に 従事

す る 場合に は， 事前 に 関 係法令 の定め る とこ ろ に よ

り ， 勤務時 聞 の 割振 り 及 び併任 ・ 兼業 の承認 ・ 許可

を 受け る よ う 周知 徹底願 い ま す。

就職協定 について

例年， 大学卒業予定者の 就職事務 に つ き ま し て は，

大学等 1 1 団体か ら な る 就職問題懇談 会 に お い て 決定 さ

れ た 「昭和54年度以降の 大 学及ぴ 高 等専 門 学校卒業予
定者 のため の 就職事務に 関 す る 申 し 合 わ せ」 い わ ゆ る

「就職協定」 を踏 ま え て 実 施 し て い る と こ ろ です が，

引 き 続 き 本年 度 も 文部省大学局 長 か ら 協定遵守 に つ い

て の通知 が あ り ま し た の で， 教職 員 に お か れ ま し で も

富山大学学生部長 本 国 弘

その趣旨 を 御理解の う え 御協力くだ さ い ま す よ う お願

い い た し ま す。
0学 生 に 対 す る 求人 内 容 の提示……卒業前年 の 9 月

10 日 以降

0求人 （ 求 職 ）の た め の企業と……卒業前年 の 1 0 月
学生 の接触開始 1 日

0選 考開始・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・卒業前年 の 1 1 月
1 B 

富山大学学長候補者選挙

柳 田 友道学長 の任期 が， 昭和58年 6 月 1 2 日 に 満了す

る こと に 伴う次期学長候補者の選挙が5月 1 7 日 に 行わ
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れ ま し た。

同選挙は， 学長候補適任者選定委員 会 （ 委員 長 杉



II｛！，和同年 6 J-J 1 H発行 学

本料、ji.教校）から’：r t毛似補i盛任者 と し て選定された次

の5氏に つ い て ， 何回 1011寺か ら 12 時までの同本学職員

会館で選巧管理委員会（委員長 大塚，也一教授）管理

の も と に 行 わ れま し た。

梅原 隆章 （富山大学教養部長 ）

大津 欽if; （ 富 山 大学教育学部長）

杉本 新平 （ 富山大学教按 ）

竹内豊三郎 （富山大学名誉教授）

報

料il 田 友道 （富山大学長 ）

第235 -',_;-

そ の結 果， 初回投熟 に お いて有効投票の過半数の得

票者が な かったため ， 高点者竹内�1三郎， 利II EB友道の

両氏 に つ い て 決選投架 を 行 い ， 有効投票 309�去のうち
2 1  1票 を 得た柳 田友道現学長が再選 さ れ， 同 日 15 時 から

開催 さ れ た評議会に おいて 次期学長候補者に 決定 さ れ
ま し た。 任 期 は 富山大学学長選考基準に基づ き ， 昭和

5 8年 6月 13 日 か ら 2 年間。

学生部長の改選

四谷平if；学生部長の 任期が， 昭和5 8年5月 8日 に 満

了す る こ と に伴 う 次期候補者の 選考 は ， 4月 15日開催

の評議会 に おいて 教務委員会 及び補導協議会の合同委
員会か ら 推薦の あった 3名の本学教授のうちか ら投票

に よ っ て 行 わ れ， 本 田 弘教授 （ 人文学部 ） が選出さ

れま し た。 任期は， 昭和5 8年5月 9 日 か ら 2 年間。

本 田 教授 は ， 昭和2 8年 3月富 山 大学文理学部文学科

卒業， 昭和36 年 3月東北大学大学院文学研究科博士課

程を 経 て 同 年 4月 東北大学文学部助手， 37年 3月富 山

県技術吏員， 同 年 4月富山県 立大谷技術短期 大学講師，

38年 4 月 間助 教授， 41年5月鳥取大学教育学部 助教授‘

42 年 4月同教養部助 教授， 45 年12月同教技， 5 1 年4 月

富 山 大学文理 学部教授， 52 年5月 人文学部教授 と な り，

同 年か ら評議員に ， 5 4年5月 2 日 か ら5 8年5月 1 日 ま
で 人文学部長 に そ れ ぞれ併任 さ れま し た。

専 門 は ， 哲学， 富山県出身。

保健管理センタ一所長の改選

i－荒井 今保健管理！セ ン タ一所長の任期 が， 昭和5 8年

6月 30日に満了す る こ と に伴う次期候補者の 選 考 は ，

4片 30 日 開催ーの保健管理セ ン タ一委 員会で行 わ れ， そ

の結果， 現職の浅井 亨教授 （ 人文学部 ） が再選 さ れ
ま し た。 任 期 は ， 昭和田 年 7月 1 日 か ら 2 年間。

永年勤続 者 の表 彰

本学：の昭和5 8年度永 年勤続 者 表 彰式が， 開学記念 日

の5月 3 1 日 （火）午前1 1 時 か ら 事務局 中会議室に お い て 行

わ れま し た。

表彰式には ， 各部局長等 多数が列席 さ れ， 35年勤続

1 1名， 2 0年勤続 15名の 次の方々に対 し 大津欽治学長事

務代理か ら 表 彰状並び に 記念品ヵ、贈られま し た。

引 き 続 き 事務 局 大会議室に お い て 懇談会が開催さ れ，

学長事務 代理並びに 各部局長等か ら 永年 の 労 を ねぎら

わ れ， 和 や か な 零囲気の う ちに 終了 し ま し た。

（昭和58年度永年勤続者表彰式の記念撮影）
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35年勤続（ 11名） 20年勤続（15名）

経理部 田嶋 スミ 工学 部 宮尾 嘉寄 経 理 部 井城小コ郎 教育学部 西野 秀夫
施 設 課 前島 健治 II 神田 睦夫 人文 学部 長沼忠兵衛 II 杉村 引多
教育学部 泉 敏郎 教 養 部 梅原 隆章 II 提山 淑郎 経済学部 中田 節子

II 結城 善之 II 金岡スミ子 理
人文

学
学部

部
・ 坂 東 康子 II 安部 保子

II 多村 節子 附属図書館 結城 敏 II 田村 与市 工 学 部 藤田 宏
工学 部 大井 信一 教育学部 新井 文男 II 

II 中村 義朗 II 

II 木本 武男

海 外 渡 航 者

渡航の 種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的

学 長 柳田 友道 中華人民共和国
遼

樹
の 事

寧
立大

情
及

学

視
び

察
中

との
固

の

学め
た

術
高め

交
等 教

流
育

関係
機の 関

人文 学部 教 授 本田 日L II II 

II 助教授 夫馬 進 II 明清都市社会 の 研究 の ため
外 国 出張

連合王国，フラン

理 学 部 II 鳴橋 直弘
ス オーストドリアツ ， 
連

オ

ェ
邦

ー

ラ
共

デ

ン
和
ダ

ン

，
国，

イ
スウ

ア
の 分

ジ
類

ア産
学的

キ
研

イ
究

チ
の

コ
守属

ため(Rubus) 

工学 部 II 宮下 尚 大 韓 民 国
第

（
の

P
た

i回太平
’
洋
83
化
）

学 工 学
席
会議講

CめHEC に出 － j寅

中国遼寧省長一行の来学

去る5月9 日（月）午後 5時10分 ， 中華人民共和国運寧
ぜん じゅにん

省長全 樹仁氏を団長とする遼寧省 からの 来県団 8名
が学長表敬の ため富山県総務部 次長の 案内で 来学 され

ました。
これは， 富山 県置県100年記念式典に参加するため

来県され， 県内視察の 一環として本学へ立ち寄られた

もの です。
一行は， 学長室において， 学長から 本学の 概要説明

を聞いた後 ， 本学と 遼寧大学との 留学生交換など両大
学における学術交流の 具体策について 積極的に意見の
交換を行い， 午後 5時50分に本 学を後にされました。

真田 敏江
西村 昭治

期 間

58. 5. 22 

58. 6. 1 

II 

58. 5. 25 

59. 3. 23 

58. 6 .  1 

59. 3 31 

58. 5. 7 

58. 5. 12 

（事務局大会議室で， 中国謹寧省長ら一行に歓迎のあ

いさつを行う柳田学長）
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柳田学長の中国訪問

柳 田 友道学長 と 本田 弘学生部長 は ， 5 月 22 日 （日）か

ら 6 月 1日制まで の 1 1 日 間中 国 を 訪 問きれ， そ の間，

同23 日 ， 24 日 の 両 日 遼寧大学の高仕克 第 l 副校長 ら 幹

部 と 学術交流に つ い て 会談 を 行 っ た 後， 北京大学， 中

国科学院微生物研究所及び復旦大学な ど を 視察 さ れ，

6 月1日に 帰国 さ れま し た 。

今回 の訪問 は ， 富 山 大学 と 遼寧大学（ 中 国遼寧省i審

陽市所在 ） と の聞の学術文化の交流 を促進 し ， 両大学
の相互理解 を 深め る た め の 協定樹立に 向 け て の打合せ と ，

中 国 の 大学等に お け る 教育 研究事情 を視察 し ， 今後の

日中両国聞の学術文化面 に お け る 友好親善 を 図 る こ と

を 目的 と し た も のです。

遼寧大学 と の交流推進 の背景、 と し て は ， かねて より

本学 人文学部 を 中 心 に 東 ア ジ ア の 研 究 を 推 進 す る 機

運があった と ころ， 昭和57年 9 月 29 日 か ら 同 年 10 月 14

日 までの間， 富山 県 知事 を 団長 と す る 日 中 友好富 山県

青年海 外 派 遣 団 が 中 国遼寧省 を 友好訪問 し た 際， 学長

か ら 遼寧大学校長に対し 両大学 聞 の 学術交流推 進 を

希望す る 旨の親書 を県知事に託 し ， そ の橋渡 し を依頼

し ま し た 。 こ れに対 し ， 遼寧大学校長 か ら 交流 を 歓迎

す る 旨の返書が あり， 更に そ の 後本学学長 の訪 中 を 促

す招へ い 状が届け ら れま し た 。

こ れ を 受 け て ， 本学 と し て は本年 3 月 開催の評議会

に お い て 学術交流 及び友好協力関係樹立の た め の協定

書草案が承認 さ れ， そ の 後遼寧大学に 草案 を 送り意向

寄

を 打診 し て い た と こ ろ 今 回 の訪 問 と な っ た も のです。

遼寧大学 は ， 人 文 ・ 社 会科学系 と 自 然科学系の 10部

局 を 有 し （ 学部学生数約3,700 人 ） ， ま た ， 附属の日

本 研究所で は 日 本の 経済や歴史 を 中 心に 研究 が進め ら

れ て います 。

今回 の訪 問 の 結果， 文献の交換， 教 員 ・ 学生の交流

な ど 交流内容に つ い て双方で基本的 に 合意がな さ れ，

学術提携の協定書の締結 は 来年 5 月 までに本学で行わ

れ る 運び と なりま し た 。 今後， 両大学 聞 の 学術交流 は

大 き く前進す る こ と が期待 さ れます。

（中国遼寧大学構内で同大学幹部と記念撮影を行う柳

田学長と本田学生部長）

稿

く欧米における大学教育と図書館〉

このほと＼文部省 の 在 外研究員 と し て， 欧米1 4か国

を 訪れ， 数 多くの 大学・研究所 を 見 る 事が 出 来 た 。

欧米の 大学 生 は よく勉強す る 。 授業 も 教授 の講義 を

「拝聴」す る と い う 受身的な も のでなく， ディスカ ッ

ションの時間が 多 い 。 こ のディス カ ッ ション を 通じて

学 生 は 鍛 え ら れ て 行く。

実 は ， このディスカ ッション に 参加 す る 事は 大変な

教育 学部助教授 賓 清隆

事なのだ。 小生 が長〈滞在 し た マサチューセ ッ ツ 工大

の 都市 研 究学部 の場合だが， 例 え ば， 都 市計画法の 授
業だ と ， 毎時間， 3 ～ 5種類 も の文献， 合計100～150

頁 も のassignmentが あ る 。 次の時間に は ， そ の 文献
に つ い て のコ メ ントが要求きれ る 。 実に厳 し い 。

学生 は よく図 書館 を 利用す る 。 図 書館 は メ ーン の も

の 以外 に 各 学部， 場合に よ っ ては学科毎あり， 開館時

噌Eム司SEA
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/l司も辿’市タ｝j 8 II与ば［j�干lj川II＼�；る。 日llN日も！r後から
可能であるc マ：＊－fl］の凶｛＇i館はゴー．・ 日も合的終日開い

ている。 凶下l；はほとんとヵ、lllJ択式であI)' ＇.芋バーでも自

由に取リi:Hし!ll米るので， 凶書館内 な ら rnり山す手続

きの紛らわしきが無しその／·＿， librarianが税切に相

談 し てくれる。史に， コ イン投入式コピー機が数台あ り ，

即座にコピーが取れるのも大変便利だ っ た よ う に思 う 。

要するに， t学生は図書館でよく勉強出来るようにし

つ ら えてあるので‘あり， だか ら こそ， 教校も思い切っ

てか な りハードな assignmentを学生達に 課す事が出

来 る 。 学生達 は H院があ る と 図書館で勉強 し て い る 。 日

曜 日 の午後 でも， 大勢の学生が勉強 し てい た 。 ま た ，

勉強 し な いと授業に つ い て い けな い のだ。

確かに， 大学の入学時点での 日 本の学生のacademic

standard は 欧米に比べ ， 高 い と 思 う 。 だが大学 では，
その地位が逆転す る 。 ノ ーベル賞等の受賞 者ヵ、少な い

報 第235号

の も， この 大学教育にあるさ｝�は｛泣かだ。 とリわけ， 教

育 ・ 研 究に と っ て 重要な位 置 に あ る 図 書館 の 充実 ， 務
ffffjは緊急でかつ重大な課題だ。 その意味で， 日 本の；／＇1:

米の学問 ・ 研究・教育 の発展 の事 を 考え る と ， この 図
書館への 「 投 資」は 惜 し んで は なら な い と 思 う 。

つ いでに言 え は＼ 日 本の企業内 教育（社 員 研修）は ，
欧米諸国が う ら やむほ ど高いレベルにあ る 。 ここに ，
日 本企業の世界での優位性の秘密があ る と 言 っ て も 過

言では な いc 大学教育が丁度 ， 谷間にあ る 感じで， 「 も

っ と 大学教育の充実を／」 と 叫び た く な る 。

砂 筆者 は ， 文部 省在外研究員 長期甲種 と し て ， 昭

和 57年 3月 1 5 日か ら 昭 和58年 3月 14 日 まで l 年 間

ア メリカ合衆国及び西ド イ ツ な どヨーロッパ各 国

に 外国出張 さ れま し た ので， 特に寄稿 を 御依頼し

た も の です。

保健管理センターだより

～学生生活について（その1 ）ん

最近の学生相談内容 の う ち ， 徐々に増 え て い る の は

対 人 関 係 の 問 題であ る 。

i§リえば， ・友達が欲し い が， 友達 を 作 る こ と ができ

な し 、 。

－親し い 友 人 が欲 し いー 欲 し いが恥か し く て 話せない0

・話 を す る に も 考 え た こ と は 話せ る が， 感 じ た こ と を

話すこ と が 出 来な い 。

－ 人 は自分 を どう見 て い る であろ う か。

－友達が い な く て ， 下宿 と 教室 を 往復す る だけ で教養
時 代 は 砂漠 の よ う なも のだ。

－教養時代は 大勢の 中 の一 人でよか っ た が， これか ら

専 門 課程に入 る と 少 人 数にな り ， 教官 と 1 対1 にな

ることを考えると心配だ・…一一・などの 相談を受ける。

これ ら のこ と は ， 進学競争 と 親の過保護か ら 狭 い範
囲の対 人 関 係しか経験 し なか っ た こ と か ら 生 ず る ので，

来談者だけではなし 多 く の学生が持 っ て い る 悩 み の
一つで はなか ろ う か と 考 え ら れ る 。

ま た い現在の大学生活につ い て か 次 の様な感想、 を 述
べて い る 。

－ 物事に対 し て 真剣に考え た り ， 話 し 合 っ た り する こ

保健管理セン タ ー講師 高 尾 テル ノ

と がな く ， 自 分の意見 も な く た だ 人 の 意見に従 っ て
いるだけである。

－今， 何よ り も 不安なの は ， 自 分 は取 り 返 し の つ か

な い 時 間 と 精力 を 浪費し てい る ので は な い か と ～0

・ ～没頭す る 何 か が見つか ら な い， い や見つ けよ う と

も し な い 自 分 ～ 。

• {llJか を やり遂げよう と い う こ と も な く ， 自 分 を 律す

る こ と も 出 来 ず ， た だ漠然 と 時 を過ご し て い る 。

・～恵まれすぎて 緊迫感がな い， 物事 を考え る な ど と
い う こ と がなし、。

・ 自 由カ、あ り すぎて ど う 時間を費せは、よ い か 分 か ら な

。、ーν

－ 目 的 意識 を 持 た な い今 の 生 活 を 考 え て み る と 少 し 不

安であ る 。

・精神 的焦 り が ひ ど い， この焦 り を 解決す る キ ッ カ ケ

と い う も の を 見つけ た い…ー・な ど 。

も ち ろ ん ， ク ラブやサー ク ルに加 入 し て 生きがい を

感じ て い る も の， 専 門 課程に移行 し て から友人 が 出 来

た 。 自 分 のや り た いこ と が分か り か け て き た な ど も あ

ワ』

っ た 。



昭和58年 6 月 l 日 発行 学

学生達 が大学生 活 を 一層 充実 さ せ， 有 意 義 な も の に

し て い く た め に ， ま た 学生 相談 を よ り 深 め て い く た め

の一助 と し て ， 昭和56年1 0 月 （ N 220 ) 57年 1 0 月 （ N 648 ) 

の 2 回 ， 学生生活 に つ い て の ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し

た 。 そ の 調査結果 を 今 回 は ， 悩 み の 内 容 と そ の解決方
法 （ 相談 相 手 ） に つ い て 述べ て 見 た い と 思 う 。

1 ） 課外活動IJ<7)加入状況

表 1 課外活動の加入状況 （%）

i下寸
56 

M F 

1J日 入 群 58 69 

i主 中 群 1 6  1 6  

未 加 入 群 26 1 5  

T ( % )  100 100 

N 1 33 87 

2 ） 悩 み の 有 無

表 2 悩 みの有無 （%）

56 

二：ミミぎ 加 入 i全 中 未加 入

全 な L 、 8 1 1  

多 少 悩 ん で い る 80 63 

ひ ど く 悩 ん でい る 1 1  23 

そ グ） 他 。

鉦 言己 入 。 3 

T ( % )  100 100 

N 1 37 35 

高校 ・ 大学時代 は， あ る 意味 で も っ と も 悩 み 多 い 時
代 で あ る 。 悩 み の 全 く な い の は 12～ 16% で， 多 少悩 ん

でい る ， ひ ど く 悩 ん で い る ， 要す る に 何 ら か の 型 で悩

ん で い る 者 は 86～ 82% と 今 回 の 調査結果 か ら 90%近 く

の学生が悩 ん でい る こ と に な る 。 ま た 56年 度 では ， 課

外活動 を 何 ら か の理由 に よ っ て やめ た 途 中 群 に ひ ど く

悩 ん でい る 率 が 多 く ， 57年度 では 未加 入群に 多 い 。 い

ず れ に せ よ ， 加 入群 よ り 途 中 群， 未加 入 群に ひ ど く 悩

ん で い る 者が い る こ と が わ か っ た 。

ま た 一方， 悩 み の全 く な い の も 未加 入 群 に 多 く ， 無

自 覚型， 逃避 型， 価値否定型 と そ れ ぞれ の タ イ プ が考

え ら れ， こ 3 に も 何 ら か の 問題 が あ る の では な い か と

23 

7 1  

6 

。

。

100 

48 
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ま ず ， 話せ る 友 人 が い な い と か， 悩 み の 相談相手，

悩 み の 解決方 法 な ど か ら 考 え て ， 課 外 活動 の加 入， 未

加 入 に 関 係 が あ る の では な い か と 推 測 し ， 課 外活動

の加 入群， 途 中 群 （ 途 中 でや め た ） 未加 入群の 3 つ の
群 に 分 け て 考察 し て み ま し た 。

57 

T M F T 

62 70 84 76 

16 9 7 8 

22 2 1  9 1 6  

100 100 1 00 100 

220 392 26 1 653 

57 

全 体 加 入 途 中 米加 入 全 体

1 2  1 6  17  1 8  1 6 

74 72 8 1  59 70 

1 2  1 1  2 22 1 2  

1 。 。

。 。

100 1 00 100 100 1 00 

220 494 52 1 07 653 

思 わ れ る 。

彼 ら の悩 み ご と は 一体 ど の よ う な 内 容の も の であ ろ

う か 。 次 の 14項 目 の 中 か ら ， 一 番悩 ん でい る 内 容 の も

の か ら し 2 '  3 の順に 3 つ の 項 目 を 選ばせ た 。 そ の

結 果 は 表 3 の と お り で あ る 。
項 目 1 友 人 関係 2 . 成績関係 3 . 課 外 活動 4 自

分の性格 5 . 病 気や 身体 的 問 題 6 . 物事 に 熱 中 で き な
い 7 . 恋愛 問 題 8 . 経済 的 問 題 9 . 家族 と の 関 係 10 

教 師 と の 関 係 1 1 . 人生 ・ 思想、上の問題 1 2 . 進学 ・ 就職

（ 将来 に つ い て ） 13 . な ん と な く ノ イ ロ ー ゼ気味

1 4 . そ の他

- 13 一
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表 3 悩 みの内容①

ι＼叫！里！立
1 

加
l 番 目 課 外 活 動
2 番 目 進学 ・ 就職

入

群
3 番 目 成 績 関 係

全 体 進学 ・ 就職

1、丞ノ、 l 番 目 進学 ・ 就職

中
2 番 目 進学 ・ 就職

3 番 目 進学 ・ 就職
群

全 体 進学 ・ 就職

未 1 番 目 進学 ・ 就職

力日 2 番 目 進学 ・ 就職

入 3 番 目 進学 ・ 就職

群 全 体 進学 ・ 就職

（注 5咋度調査滋課）

2 

自 分 の性格

成 績 関 係

進学 ・ 就職

成 績 関 係

恋 愛 問 題

自 分 の性格

自 分 の性格

自 分 の性格

成 績 関 係

経済的問題

成 績 関 係

成 績 関 係

学 報 第235号

3 4 5 

進学 ・ 就職 成 績 関 係 恋 愛 問 題

自 分 の性格 友 人 関 係 課 外 活 動 恋 愛 問 題

経 済 的 問 題 課 外 活 動 自 分の性格 恋 愛 問 題

自 分 の性格 課 外 活 動 恋 愛 問 題

身体的問題 成 績 関 係 自 分 の性格 物事に熱中でき ない
課 外 活 動 経 済 的 問 題 恋 愛 問 題

成 績 関 係 恋 愛 問 題 友 人 関 係 人 生 ・ 思 想 上 ～
恋 愛 問 題 成 績 関 係 経 済 的 問 題

自 分 の性格 恋 愛 問 題 友 人 関 係 経 済 的 問 題

自 分の性格 恋 愛 問 題 成 積 関 係 友 人 関 係

自 分 の性格 経 済 的 問 題 人生 ・ 思想上～ ノ イ ロ ー ゼ気味
自 分の性格 経済的問題 友 人 関 係 ノ イ ロ ー ゼ気味

全体か ら み る と ， 進学 ・ 就職 ( 16% ） 成績関係 （ 14

% ） 自 分の性格 （ 13% ） 課 外活動 （ 10% ） 恋 愛 問 題 （ 10

% ） 経 済 的 問 題 （ 9 % ） 友 人 関 係 （ 8 % ） と 項 目 が分
散 し て い る 。

来談者の相談 内 容 か ら 次の よ う に 推測 さ れ る 。

課 外活動の加 入群， 未加 入群 別 に み る と ， 加 入群 は

進路 （ 将 来 ） に つ い て 成績関係， 自 分 の性格， 課 外 活

動， 恋 愛 問 題 が上位 を 占 め， 途 中 群 は 進路 に つ い て 自

分 の性格， 恋愛 問題， 成績関係， 経済的問題， 物事に
熱 中 で き な い な ど を 挙 げ， 未加 入群 も や は り 進路， 成

績， 自 分 の性格， 経済 的問題， 友 人 関係， そ し て な ん
と な く ノ イ ロ ー ゼ気味が上位 を 占 め て い る 。

加 入群 は ， 課 外活動 に つ い て 悩 ん で、 い る 比率が他の

群 よ り 多 い の は 当 然、か と 思 わ れ る 。

課 外 活 動 に つ い て の悩 み の 内 容 は ， 調査項 目 に 設け

て い な い の で明 確 では な い が， ク ラ ブ を や め た 理由や，

表 4 悩 みの内容②

五＼叫�立
1 2 3 

－ 練習 が き つ い （ 厳 し い ） ・ 学習 時 聞 が な く な る

・ 先輩 後 輩 関 係 ・ レ ギ ュ ラ ー メ ン バー に 入 れ な い
－ 退部 し た い がやめ さ せ て く れ な い ・ 対抗試合の勝

敗 に つ い て ・ 行事 を 企画す る こ と が 出 来 な い ・ リ

ー ダー に な っ た た め の責 任 な ど であ る 。

悩 み の 内容項 目 で， 今 ま で 目 立 た な か っ た 経済的問

題が ど の 群 も 上位に 挙 っ て き て い る こ と が注 目 さ れ る 。

ま た ， こ の悩 み の 内 容 を 多 少悩 ん で い る A 群 と ひ ど

く 悩 ん で い る B 群の 面 か ら み て み る と 表 4 に 示 す よ う

に ， A 群は 課 外活動の加 入群， 未加 入群 と 同 じ 傾 向 で

あ り ， B 群 は 恋 愛 問 題 が ト ッ プ で 向 分の性格， な ん と

な く ノ イ ロ ー ゼ気味が上位 を 占 め， 課 外活動 の 途 中 群

と 似 た 傾 向 を 表 し て い る 。

4 5 

I 番 目 進学 ・ 就職 成 績 関 係 自 分の性格 課 外 活 動 恋 愛 問 題 友 人 関 係
A 

2 番 目 進学 ・ 就職 成 績 関 係 自 分 の 性格 友 人 関 係 恋 愛 問 題 経 済 的 問 題
少多 3 番 目 進学 ・ 就職 成 績 関 係 自 分の 性格 経 済 的 問 題 恋 愛 問 題 課 外 活 動
） 

全 体 進学 ・ 就職 成 績 関 係 自 分 の性格 経 済 的 問 題 恋 愛 問 題 経済的 問題

B l 番 目 恋 愛 問 題 成 績 関 係 課 外 活 動 自 分の性格 進学 ・ 就職 ノ イ ロ ー ゼ気味
（ 

2 番 目 自 分 の 性格 成 績 関 係 恋 愛 問 題 進学 ・ 就職 経済的問題 友 人 関 係ひ
ど 3 番 目 ノ イ ロ ー ゼ気 味 成 績 関 係 課 外 活 動 進学 ・ 就職 友 人 関 係 自 分 の性格
） 全 体 恋 愛 問 題 成 績 関 係 自 分 の性格 課 外 活 動 進学 ・ 就職 ノ イ ロ ー ゼ気味

-- 1 4  -
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こ れ ら の悩 み ご と を 主に ど の よ う に 解決 し て い る の か ， 6 項 目 の 中 か ら 選 ばせ た 結 果 が表 5 で あ る 。

表 5 悩 みの解決方法

項 百一
一一一一一群 力日 入 途 中 未加 入 全 体 悩 み A 悩 み B

1 自 分一 人 で考 え る 43 43 52 44 44 46 
2 友 人 に 相 談 48 43 39 46 46 43 

3 家 族 と 相 談 4 5 6 4 5 2 

4 先 生 と 相 談 。 2 1 1 1 。

5 専 門 家 と 相 談 。 2 。 1 。 1 

6 そ グ〕 他 5 5 2 4 4 8 

一 人 で考 え 解決 し て い る 学生 は 全体 で44% ( 56年47

% ） で あ る 。 次 に 相談相手 と し て 項 目 2 の 友 人 が大 き

な 位置 を 占 め て い る 46% ( 32% ） 。 課 外 活動 の 加 入 、

未加 入群別 に み る と 項 目 l の一 人 で考 え る の は 加 入群

( 43% ） よ り 未 加 入群 （ 52% ） に 多 く ， 項 目 2 の友 人

に 相 談す る の は 加 入群 （ 48% ） に 多 い 。

ま た ， 悩 み の A 群 （ 多 少 ） B 群 （ ひ ど く ） 別 に み る

と ， わ ず か では あ る が項 目 1 は B 群 に 多 し 項 目 2 は
A 群 に 多 い 。

以 前 （ 昭和52年 ） に 富 山 ， 石 川 の 県立高校生（ 1 , 367

名 ） に 調査 し た 結果 を み て も ， や は り 項 目 l に つ い て

は 加 入群 （ 5 1 % ） よ り も 未加 入群 （ 60% ） が 多 く ， 項

目 2 は 未加 入群 （ 27% ） よ り も 加 入群 （ 36 % ） が 多 か
っ た 。

高校， 大学生 に お い て 悩 み の 内 容 は ， 学 級 の 成績や

将来 （ 進路 ） の決定 と い っ た 種類の も の が 中 心 で あ る

こ と を 考 え れば， 友 人 と い う も の が単 な る 仲 の 良 い 仲

間 と い う 域 を 越 え て ， 普段 の活動か ら 将来 の生 き 方 に

ま で影響 を 与 え る 重要 な 存在 と な る （ 友 人志 向 型 ） 。

項 目 6 そ の 他 の 内 容 に つ い て は ・ 本 を 読む － 心

配 ご と を 忘 れ る ・ 神備 に 頼む （ 祈 る ） ・ 何 か に 打 ち

込 む － 解決 で き な い ・ ・ ・ な ど であ っ た 。

職 員 j南 息

〈改 姓〉

庶 務 部

事務補 佐 員 永森 徳枝 （ 旧 姓 高柳 ）

経済学部

助 手 谷 川 裕子 （ 旧 姓 熊 野 ）

〈新 任 者〉

教 聾 部

講 師 湯 川 純幸
（ 英 語）

教務補 佐 員 石 丸 茂雄
（ 化 学）

〈住所変更〉

庶 務 部

文部事務官 長 田 昭夫

事務補佐員 永森 徳枝

教育学部

助 教 授 浅沼 照雄

文部事務官 藤井 栄吉

pb
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経済学部

助 手 谷 川 裕 子
事務補 佐 員 柳瀬利英子

文部事務官 武 田 正夫

理 学 部

助 手 高安 紀

教 養 部

教 授 世利 幹雄

文 部 技 官 水島 俊雄

〈住所表示変 更〉

教育学部

教 授 藤 木 興三

主 要 行 事

1 3 ～ 14 日 第36 回 東 海 ・ 北陸地区国 立学校等庶務部

本 課長会議 （ 於， 愛知教育大学）

14 日 第35 回 北 陸地区国 立大学体育 連盟運営

5 月 6 日 第 5 回学長選考管理委員 会 協議会 （ 於， 金沢大学 ）

会 計係長会議 1 6 日 第 6 回学長選考管理委員 会

9 日 人事担 当 者会議 （ 於 ， 文部省 ） 部課長会議

中 国遼寧 省一行 来学 17 日 第 7 回学長選考管理委 員 会

X 線 （ 間接 ） 撮影 （ 5 / 24 ま で 但， 水 ・ 次 期 学長候補者選挙

土 除 く ） 第 2 回評議会

10 日 第 l 回 入学試験管理委 員 会 1 8 日 定期健康診断

全 国 保険管理協 会 ・ 東 海 ・ 北陸地方部会 1 9 日 昭和58年 度 文 部 省 共 済 組合主管課長会議

幹事会 （ 於， 金沢大学 ） 20 日 中 部地区学生補導厚生研究会常任幹事会

10～ 1 1 日 昭 和58年 度 各 省 庁地 方 支分部局 等決算関係 （ 於 ， 京都大学 ）

事務研修会 中 部地 区学生補導厚生研究会第27 回総会

1 2 日 第40回 東 海 ・ 北陸地区国立大学長 会議 及 び （ 於， 京 都大学 ）

事務局 長懇談会 （ 於， 静岡大学 ） 23 日 58年 度 国 立大学事務 局 長 会議

授 業料等減免選考委 員 会 （ 於， 国 立教 育 会 館 ）

第 2 回 補導協議会 23～ 25 日 共 済 組合年次監査

13 日 X 線 （ 間接 ） 撮影 24 日 第64 回 東 海 ・ 北陸地 区 国 立 大学学生部課長

昭 和58年度学生の厚生補導関 係事業計画の 会議 （ 於， 浜松医科大 学 ）

説明 （ 於， 文部 省 ） 昭和58年度大学 入学者選抜教務 関係事項

- Hi 一
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述絡協議 会 （ 於， 大 阪大 学 ）

昭和59年度大学 入学者選抜共通第 l 次学 力

試験実 施 担 当 者 会議 〈 第 1 回 〉

（ 於， 大阪大学 ）

25 日 定期健康診断

26～ 27 日 昭和58年 度 国 立 学校等経理部課長 会議

27 日 第 2 田 部 局 長 懇談 会

大学 ・ 高等専 門学校奨学生事務協議会

（ 於， 高 志 会館 ）

30 日 第38 回 国 立大学学生部次長協 議会

（ 於， 東 京 大学 ）

3 1 日 開学記念 日

永年勤続者表彰

人 事担 当 課 長 会議 （ 於， 人 事 院 中 部事務 局 ）

昭 和58年 度 国 立 大学学生部 次 長 ・ 課長 ・ 国

立 高 等専 門 学校学生課長 会議

（ 於， 東京 医科歯科大学 ）

人 文 学 部 ｜

5 月 9 日 教育実習委 員 会

1 1 日 学 部教務委 員 会

�·：部補導委 員 会

教授会

1 3 日 1 0 月 移行対 象 者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

学 部教務委員 会

19～ 20 日 第 1 8 回 1 5大学 人 文系学部長 会議

（ 於， 静 岡 大学 ）

25 日 3 ・ 4 年 次 生 の健康診断

学部補 導 委 員 会

25 日 教授 会

コ ス 代表者会議

5 月 2 日 自 然観察実習セ ン タ ー運営委員会

9 ～ 10 日 日 本教育大学協会北陸地区 会 評議員 会

l 於， 金沢大学 ）

1 1 日 人事教授会

1 2 ～ 1 3 臼 日 本教育大学協 会 第一部会 （ 於， 熱海市 ）

1 6 日 学部予算委 員 会

1 7 ～ 18 日 附属小学校研 究発表会

報

23 日 教育実 習 検討 委員 会

附属 学校運営 委員 会

24 日 教育実践研究指導 セ ン タ 一 運営委員 会

24 ～ 25 日 全 国 国 立 大学教員 養 成学部事務長協議会

（ 於， 銚子市 ）

第 235 号

日 本教育 大学協 会北陸地 区 第 二部 会家庭科

研究協議会 （ 於， 芦 原 町 ）

25 日 学部教務委員 会

教授会

26～ 27 日 日 本教育大学協会北陸地区 第 二部会 技 術 ・

職 業 ・ 職 業指導部 門研究協議会

（ 於， 芦 原 町 ）

29 日 全 国 国 立大学附属学校連盟理事会 ・ 代議 員

会 （ 於， 東 京 ）

30 日 内 科検診

経 済 学 部

5 月 9 日 日 海研運営委員 会

1 1 日 学部教務委員 会

教授 会

23 日 学部補導 委 員 会

各種委員 選考委 員 会
24 日 学部将 来構想、検討委員 会

25 日 学部教務委員 会

人事教授会

教授会

27 日 学部職業補導委 員 会

5 月 2 日 学部補導委 員 会

9 日 カ ラ ス工作室運営委員 会

10 日 学部教務委 員 会

1 1 日 教授会

人事教授 会

理学研究科委 員 会

23 日 学科主任会議

26 ～ 27 日 国 立 1 5大学理学部長 会議

（ 於， 静 岡 大 学 ）

勺t



昭 和58年 6 J J i rJ 発行 A弓且ー

工 品手凶・ 部 ｜
5 月 7 日 i主考，f立こー貝山 人五

1 1 日 教授会

専任教授会

工学研究科委員 会
1 6 日 学科主 任会議
18 日 教務 ・ 補導合同 委 員 会

学部教務委員 会
23 日 入学試験検討委員 会
25 日 定期 健康診断 （ X 線間接撮影， 内科検診）
26 日 定期健康診断 （ X 線 間 接撮影 ）

26～ 27 日 第33 回 国 立大学工学部長会議 ・ 総会

（ 当 番校 ： 宮崎大学 ）
30 日 選 考 委 員 会

学科主任会議

教 養

5 月 1 1 日 推 薦 委 員 会

紀要委 員 会

補 導 委 員 会
1 8 日 教民会

補導委 員 会
25 日 補 導委 員 会

25～ 26 日 全 国 国 立大学教養部 長 ・ 事務長協議会

（ 於， 鳥取大学 ）

｜ 附 属 図 書館］

報 第235号

5 月 4 日 附 属 図 書館電算 化研究会
1 0 日 商議会

1 0 ～ 24 日 X 線 間接撮影
1 1 日 富 山 県 図 書館協 会総会

（ 於， 富 山 県 立図 書館 ）

附 属 図 書館電算化研究会

1 8 日 II 

23 日 国 立大学 図書館協議会 ・ 理事会

（ 於， 東 京 大 学 ）
24 日 国 立大学 附属 図書館事務部課長会議

（ 於 ， 東 京 医科歯科大 学 ）
25 日 附 属 図 書館電算化研究会

｜ 保健管理セ ン タ ー ｜

5 月 1 0 日 全国保健管理協 会東海 ・ 北陸地方部会幹事
ムエ

9 ～ 24 日 昭和58年度定期 X 線 （ 間接 ） 撮影
1 8 日 昭和58年度定期健康診断 （ 経済学部 ）
25 日 II （ 人文学部 ）

経営短期大学部

5 月 1 1 日 第 l 団長 業料等減免選考委 員 会
12 日 第 2 回財務委員 会

1 4 ～ 1 5 日 昭和58年度厚生補導特別 企画学生研修会
（ 於， 石 川 県 中 島 町 国 民休暇村小牧 台 ）

1 9 日 第 3 匝財務委 員 会
第 4 回教授会

21 日 経済学部 ・ 経営知大親睦会定期 総会
24 日 第 l 回奨学生選考委員 会

く〉訂 正 （ お わび） 学報 昭和58年 5 月 1 日 発行 第234号

ベ口 ー ジ、 ー 訂 正 筒 所 5呉 正

学事の昭和58年度文部 真核生物の繊手 ・ 真核生物の繊 毛 ・

1 2  省 在 外研 究 員 派遣予定 鞭 毛ー ー ー 一 一 ー ー 苧 鞭毛一 一 一
者 の 決定の表 中 ， 調査
研究題 自 の項 目 。
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目
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目
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資 料

昭和57年度 卒業生産業別就職状況
昭和58年 5 月 1 日 現tl'.

よぐ 文学苦人I\ 

教
育学部

五清学部百是 理 文理学部
工 iλ ' 

にぐ 文学部人 部教育学語学部
理 文理学部

工 {, 入

学 寸ぷ且ー． 学 出：干． 

音E 音E 言十
部

音日 E十

E皇 業 1 不 !li7J 産 業
キ本 業 運 輸 倉 庫 業 1 8 2 1 2  

漁 業 ・ 水 産 養 殖 業 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 2 5 7 

鉱 業 1 1 '7 ス 新 聞 出 版 1 1  2 1 4  

建 設 業 4 3 2 9 18  コ ミ ラ ジ オ ・ テ レ ビ

食 キ十 ＆コu 7 2 3 1 3  言十 1 1  2 1 4  

繊 キu 3 7 1 1  サ 広 告 ・ 観 光 業
製 I'll 相リ 2 3 4 9 医 療 保 健 業 3 

｛ヒ さ宇 -1 .  3長 7 7 33 ヒ 非 ’泊 利 的 団 体 1 

1 i ifll ・ 1 i 炭 製 品 2 2 ス 公 共 企 業 体 等
�＇－： 制 4 4 計 1 2 2 5 

l.!i �，， 主夫 金 属i 3 1 2 9 1 6  教 育 20 1 57 29 1 207 

イF !11!, 製 ,\.'1 9 1 6  25 ノふ、、 国 家 公 務 員 1 3  1 1 1 6  

一 般 機 械 総 g 2 3 2 34 4 1  す斉 I也 )j" 公 務 以 1 1  3 18  3 7 42 

屯 気 機 械 首位 H 3 9 1 5  57 84 1 2  3 3 1  4 8 58 

主ミ 輸 送 問 機 械 背任 H 4 3 26 33 ト 記 以 外 の も の 36 1 4  58 27 3 22 160 

判 官 機 械 器 H 1 2 4 8 ｛·入1 1 1 9  1 7 日 234 99 3 247 自80

そ σ〉 他 6 1 5  2 2  

1 8  3 53 31 196 301 

視や就職別先工

大 司、 業
（ 従：io来0 人

i以i 数1 ·.) 46 2 1 6 1  32 1 1 92 434 

;FIJ 小 ifri .;j� 』i"L 争，L刀1 3 3 2 9 I• 司、 業 f 1;t. 主主 l i 数人 1／ 24 8 32 27 2 38 1 3 1  :io - 299 

1しJ. ；＇－＇ノーレ' (I 1'(J�f ・ ス ー パ ー 7 1 5  2 24 4 、 企 業 ( は従り
業
人 以u 数下 1／ 8 8 2 8 26 

五十 10 1 8  4 33 dで J詰J 以 外 4 1  1 68 33 38 9 289 

�Ji h 2 1 7  1 9  

融金似
険

（日 間 金庫 ・ 信 用 組合 1 6  1 6  

的： 険
業 2 1 2  1 4  

祉 券 ・ 商 品 取 ’； I 2 1 1  1 4  

6 56 1 63 
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地 域 別 就 職 状 況
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1 54 22 。

81  73 2 1  

35 33 4 

103 58 28 

431 224 59 
・ ・e ・ ー ー ー ー ー － 司 ー ー ・ － － ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ー ．

49 . 0  25 . 5  6 . 7  
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